
【資料３】

1

(1)人口総数（住民基本台帳ベース）の推移

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目指すべき人口 85,909 85,206 84,503 83,799 83,011 82,223

実際の人口 85,738 84,863

目指すべき人口との乖離 △ 171 △ 343

(2) 【再掲】人口総数のうち、年少人口（0～14歳）の推移

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目指すべき年少人口（０～１４歳） 10,213 9,976 9,739 9,500 9,298 9,096

実際の年少人口（０～１４歳） 10,074 9,672

目指すべき年少人口との乖離 △ 139 △ 304

関市の人口推移
後期基本計画の目指すべき人口（住基ベース）と実際の人口の比較
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【目指すべき人口との乖離】

2022.10.1 △171人

↓

2023.10.1 △３４３人
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※2013～2017年の結果である1.46から、

1.5０に上昇するとして推計

【目指すべき年少人口との乖離】

2022.10.1 △139人

↓

2023.10.1 △３04人
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【資料３】

(3) 【再掲】人口総数のうち、生産年齢人口（15～64歳）の推移

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目指すべき生産年齢人口（15～64歳） 49,266 48,689 48,112 47,536 46,933 46,329

実際の生産年齢人口（15～64歳） 49,073 48,503

目指すべき生産年齢人口との乖離 △ 193 △ 186

(4) 【再掲】人口総数のうち、老年人口（65歳以上）の推移

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

計画上の老年人口（65歳以上） 26,430 26,541 26,652 26,763 26,780 26,798

実際の老年人口（65歳以上） 26,591 26,688

計画上の老年人口との乖離 161 147
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【資料３】2
（１）過去10年（2014-2023）の自然動態の推移（日本人＋外国人）

（２）過去５年（2019-2023）の自然動態の推移（日本人＋外国人）

関市の人口・自然動態の推移

2023.10.12022.10.12021.10.12020.10.12019.10.1

2014年度

出生数の推移

202２年は、前年より出生数がやや増加した（476→501人）が、2023年は再び出生数が減少傾向。

2014年当時から比較すると、だんだん出生数が減少している状況。

202１年

476人
202２年

501人

202３年

未発表

1月1月

2020年

501人

2019年

523人

1月

2020.１月 2021.１月

2019.１月
2018.１月2017.１月

2022.１月 2023.１月
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【資料３】3
（１） 過去5年（2019-2023）の社会動態の推移（月毎・日本人＋外国人）

（２） 過去5年（2019-2023）の社会動態の推移（月毎・日本人のみ）

関市の人口・社会動態の推移

2023年４月以降、折

れ線グラフが、中心線

より下を推移する月が

多い。

つまり、日本人のみの

推移では、

社会減の月が多い。

2023.10.12022.10.12021.10.1

2023.10.1
2022.10.12021.10.1

2023.4.1

2023.4.1

2023年４月以降の月

毎の折れ線グラフを見

ると、中心線より上を

推移している月が多い。

つまり、外国人を含む

人口は、転出者より転

入者が多いという、

社会増の月が多いが

・・・・・・・

本市の社会動態は、外

国人の転入転出数の

影響を、一定程度受け

ている。

- 4 -



【資料３】（３） 過去10年（2014-2023）の社会動態の推移（月毎・日本人のみ）

△25人

過去10年間、日本人のみの社会動態は、ほぼ同様に推移し、社会増より社会減の月が多い。

３月 ４月

３月

４月

左記の折れ線グラフは、上記のグラフの折れ線を抜き出し、

傾向線（中央部の青い点線を指す。）を作成したもの。

◆傾向線が上向き・・・社会動態が上昇傾向（良い傾向）

◆傾向線が下向き・・・社会動態が下降傾向（悪い傾向）

関市の過去１０年の社会動態の傾向線は、ほぼ水平（若干

の上昇）であることから、「１０年前からほぼ同様に推移」し

ている状態である。
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